
稲の様子 

 

 

  

 

先月の中秋の名月に合わせて 5歳児が月見団子作りをしました。上新粉をこねて丸く成形して

団子にしますが、これがなかなか難しく円盤型やハンバーグのようになってしまったりしていま

す。粉の柔らかさも調整しながらなんとか丸くなってきた団子を見て「中に何入れようかな～」

「あんこがいいな」「赤福みたい」と食べる団子のイメージがどんどん沸いてくる子どもたちでし

た。丸めた団子を透明の鍋で茹であげ、午後にみんなで三方に積み重ねました。玄関に季節の花

と共に飾ると「一番上にのせた黄色い団子がお月様だよ」「黄色いお花も丸くてお月様みたいだ

ね」と満月をイメージしていました。季節の変わり目を天候で感じられなくなってきていますが、

こうした暦の中で日本の風習を通して「季節」を感じるひとつの方法で大切にしたいと感じまし

た。秋の夜長、空を見上げて月を眺めてみるのもいいですね。 

 今月は、運動会があります。体を動かすことが好きな子どもたち、日頃の遊びの中での取り組

みをご覧いただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 10 月１日 

目黒区立原町保育園園長 １０月園だより 

            秋の内科健診（乳児） 

           秋の内科健診（幼児） 

 運動会 

芋ほり遠足 

  身体計測・避難訓練 

 

 運動会 ２．３．４．５歳児クラス （場所：目黒区立碑小学校） 

※０，１歳児クラスは自由参加です。詳細は案内状をご覧ください。 

 

今年のくすのき組は、部屋の外にあるテラスで稲を育てています。朝、入室す

ると「葉っぱが大きくなったよ」「水が足りないかもしれないけど、大丈夫かな

…」とクラスのみんなが気にして見守っています。 

７月ころから稲の葉は大きくなったものの、その後穂がなかなか出てこないので心配する日々でした。「栄

養が足りないのかな」「水が多すぎるのかな」「もしかして稲じゃない！？」と待っていた８月末頃、やっと

１本の穂をつけた稲を発見しみんなで大喜びしました。部屋にあるお米の本と見比べながら、「今こんな感

じだから、もうすぐしたら大きくなるんじゃない」と自分たちで観察したり、調べたりしながら先の見通し

を持ち、今まで以上に楽しみにする姿があります。また、稲の花が見たくて（午前中の２時間くらいしか咲

きません）みんながくすのきの部屋に移動する時間には登園しようと頑張っ 

ている子もいます。部屋から見える場所での栽培は毎日の変化が見られて面 

白いです。大きなおにぎりをほおばる姿を夢見ながら、今後も観察とお世話 

を楽しんでいきたいと思います。 

 

 

 

１０月の予定 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ねんねー」０歳児クラス 

 

 保育室にくまのぬいぐるみを出しました。はじめは、見たり持ったりするだけだった子どもたちでしたが、

保育士が布団を敷きその上にくまを寝かせて「ねんねー」と言いながらトントンすると、隣で見ていた子も保

育士と同じようにトントンし始めました。周りで見ていた子も棚からくまを持ってきて布団に寝かせていたの

で、保育士が「ねんねー」と言うと、くまの上に覆いかぶさり「ねんねー」と 

言い気持ちよさそうに横になっています。別の日には、自分からくまを連れ出 

してぎゅっと抱いたまま一緒に休息マットに寝たり、保育士が歌いながら横 

に揺らしていると同じように揺らしてみる姿もでてきました。友達の存在も 

より意識するようになり一緒の遊びに加わろうとしたり、保育士が遊ぶ姿を 

見せると真似る姿も出てきて「こんなこともできるようになったのね」と驚 

かされます。 

 

「おべんとう」１歳児クラス 

 

タッパー容器を持ってきて「おべんとうつくるの」とチェーンリングを入れ始めます。容器から溢れるくらい

次々に入れて「ふたする」と言って蓋を乗せています。しかし力強く押しながら「うーん、できない」と困った

表情をしています。「困ったね」「減らしてみよう」とやりとりしながら保育士と一緒に量を調整すると、よう

やく蓋を閉めることができました。出来上がったお弁当を見て「ママのおべんとう」と 

嬉しそうです。もう一つのタッパー容器を取り出すと「パンいれるの」とお手玉を入れて 

パパの分も作っています。完成したお弁当箱をバックに入れ「こうえんにいくの」 

「いってきまーす」と手を振り、お出かけごっこが始まりました。イメージを持って 

作ったり遊んだりする姿が出てきています。これからも経験したことをイメージして 

再現したり保育士とやりとりしながら楽しんでいきます。 

 

「お魚釣れたよ！」２歳児クラス 

 

「魚釣りしよう！」と声をかけると、嬉しそうに集まってくる子どもたちです。まず魚やタコの形の画用紙

にクレヨンで思い思いに描き、自分だけの魚を作りました。出来上がった魚を青い布の海に入れ、新聞紙の釣

り竿を用意すると魚釣りの始まりです。魚が釣れると「釣れたよ！」と嬉しそうな笑顔を見せ、友達と同じ魚

が釣れると「同じのだったね」と顔を見合わせて笑っていました。釣った魚をコンロの上で焼き、バーベキュ

ーごっこも楽しんでいます。焼けた魚を見ながら「焼けたかな？」「おいしくな 

ーれ！」と言ったり、食べる真似をしたりする姿もあります。なんでも「やりた 

い！」と意欲的な子どもたちなので、これからも子どもたちが興味を持った遊び 

を一緒に楽しんでいきたいと思います。 

 

 

好きな遊び ～乳児クラス～ 


